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＜事例検討＞

岩城　敏夫様（72）統合失調症　デイナイトケア利用開始後：9年6ヶ月　

　　　　　　　　　ペースメーカー使用中　住居：青風荘入所中

検討内容治療計画の内容見直し

治療計画
1 妄想（被害妄想）が多い為、本人に説明をして理解できるように助言していく

2 ペースメーカー装着に対して不安を聞き、受容する

現状

· 妄想に関しては、妄想であるかどうかを確認してくるが、特に悩んでいる様子は無い

· 部屋で寝ている時に、隣に男性と女性が寝ていたと話しており、「幻視だったと思う」と報告されている

· 菓子など全員に同じ量を配分していても「自分だけ少なかった」と被害的に捉えている

· ペースメーカーの電池交換を実施してきている

· ペースメーカーを気にする発言が時折聞かれている

· お金を気にしており、ペースメーカー手術で費用が掛かる為、自分の好きなことを抑える様子見られている

· 興味のある絵画展があると、遠方まで足を伸ばして出かけること見られている

· 好きなことに関しては自分から話してこられ、出かけたいなどの希望が聞かれている

青風荘からの情報
· 私物（物品・食べ物）が減ると、自分の使用により量が減っていても「誰かが取った」との発言が聞かれている。自分で使用していた事を伝えると、「そうだったかな」と考え直すことが出来ている。

· 文具は単独で外出して購入してきている。衣類購入はサイズが合わないものを購入してしまう為、付き添いを要する

· 新しい物を購入した事を忘れて、更に新品を購入したり、購入する量の加減が出来ない

· 今後は自宅へ帰る予定は無い

· ペースメーカーの電池交換手術を行なっており、明日術後抜糸予定

· 5/23にペースメーカーの点検の為、八戸赤十字病院受診予定

今後の計画立案
長期目標：現状維持しつつ、体調・状態に合った施設生活を送る

中期目標：ＱＯＬの向上、病状・体調の管理

短期目標：

1 妄想に行動が左右される事無く落ち着いて生活する事が出来る

2 ペースメーカーに対する不安の軽減を図る

3 本人の興味を引き出し、生活の楽しみ・生きがいに繋げる

治療計画：

1 妄想（被害妄想）が多い為、本人に説明をして理解できるように助言していく

2 ペースメーカー装着に対して不安を聞き、受容する

3 本人の希望する事や、やりたい事が聞かれた際には施設へ情報提要しつつ、本人から希望を伝えられるよう促す

＜連絡事項＞

· 本日、春の会実施

· 今日まで金井さんのローテーション研修実施

· 明日16：00～2階会議室にて部署ミーティング実施予定

· 4/25に22年度の奨励金配布となる為、各自印鑑持参（シャチハタ不可）

＜利用者様情報＞

高橋　洋子様～8：00に娘様の送迎にて来所しているが、青陽館内に入ってくる事無く、途中娘様へ連絡しているが、今朝青陽館前まで送ってからの所在は不明との事。本人は10：00過ぎに来所している。来所時間が遅くなった事について「家から歩いてきた」と話されるが、娘様の送迎により来所していた事を伝え、送迎後の行動を確認。来所後、青陽館に入る事無くタバコ購入の為むつ食品に向かったがタバコが無かった為、バスで八戸駅へ向かいタバコを購入。戻る際にバスを乗り間違えて根城大橋経由に乗車してしまった為、途中から歩いて通所へ戻ってきたとの事。

13：00過ぎ、2階脱衣所にて喫煙しており、「始めて吸った」と話されているが、以前から脱衣所にタバコの灰が落ちている事を確認している。午後の時間を利用して面談実施予定とし、行動の振り返りと今後の喫煙方法を確認する。

＜外来情報＞

東海林康之様～アパートを捜していると話されており、青山荘には伝えているとの事。

番沢　政勝様～採血の結果脂質異常あり。来週栄養指導実施予定。7月に再度採血を予定しており、今後3ヶ月に1度の実施予定。

巴　　勇樹様～5月に採血実施予定。今後は月1度～3ヶ月に1度の実施を検討している。

＜新年度のスタッフグループと事業説明＞

今年度の目標：個人に合わせたケアの提供

今年度の実施内容

1 プログラム

⇒プログラム枠の見直しと、運営方法の検討

2 マニュアル書式

⇒書式だけではなく、マニュアル全体の見直し

3 治療環境の整備

⇒業務全体と環境の見直し

4 家族支援

⇒病棟への通所の説明と周知

行事の案内だけではなく、個別の家族支援

財団で実施している家族会への繋がり作り

スタッフグループ
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全体の統括とヘルプ：上野

· 縦軸で見て下線のスタッフがグループのリーダー

· 縦のグループで行事などの運営実施

· 横のグループで事業内容の進行を行なう

⇒横の番号①②③に合わせて事業実施内容①②③を実施

· ④の事業については、上野が中心となって実施







